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41 で与えられる。 

すなわち、(i)と(ii)の両方が解を持つから、条件(*)を満たさない。 

Aは逆行列を持たないので 0det  bcadA  

 

(i)を考える。 sbyax   ──① sdycx  1  ──② 

①× d －②×b より )1()( sbdsxbcad   

0 bcad であるから、 0)1(  sbds であれば、 xは存在しない。 

0)1(  sbds であれば、 xは任意。すなわち、解が存在する。 

②× a－①× c より cssaybcad  )1()(  

同様に、 0)1(  cssa であれば、 y は任意。すなわち、解が存在する。 

したがって cssadssb  )1(,)1(  )1(::: sscadb   

以上により、 
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の実数倍であることが示された。(証明終) 
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とする。このとき、①は sqsypsx  、②は sysqxsp  1)1()1( となる。 

sと s1 のうち、少なくとも一方は 0でないから 1 qypx  

(i)の解は、 1 qypx を満たす、すべての 








y

x
である。ただし、 )0,0(),( qp である。 

 

(ii)を考える。 4 qsypsx  ──① sysqxsp  5)1()1(  ──② 

0s とすると、①は 40  となり、解を持たない。 1s とすると、②は 40  となり、解を持たない。 

1,0s のとき、①より
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となる。 

)0,0(),( qp であるから、
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であれば、(ii)は解を持たない。 
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以上により、条件(*)を満たす 2つの連立方程式ができるための、 sの条件は 
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